
綾部都市計画道路の変更 
 

綾部市の都市計画道路の多くは、人口の増加や市街地の拡大等を前提として高度経済成長期に

都市計画決定されたものです。 

 しかし、近年では少子高齢化や人口減少が進展し、将来的には自動車交通量の減少が予測され

るなど、本市を取り巻く社会情勢は大きく変化しており、これに伴いまちづくりのあり方も変化

してきました。 

 このような中、都市計画道路については具体的な事業化がなされないまま今日に至っているも

のが多く、計画決定された区域にあっては、建築制限が課されるなど長期にわたり私権を制限し

ている状況にあります。 

 市では、このような社会情勢の変化に対応するため、将来のまちづくりを見据えた都市計画道

路網の見直しを行います。 

 

Ⅰ 見直し方針について 

 

（１） 「京都府都市計画道路網見直し指針」に基づき、都市計画道路の整備状況や機能を把握し、

必要性や実現性などから総合的な検証を行う。 

 

（２） 見直し検討対象路線 

事業未着手となっている都市計画道路を見直しの検討対象とする。 

 

（３） 見直しの視点 

① 都市の骨格形成に必要か（広域ネットワーク、都市の主軸の形成など） 

② 交通機能として必要か（交通混雑の緩和、アクセス強化など） 

③ 空間機能として必要か（防災空間の確保など） 

④ 計画実現上の課題はないか（河川や鉄道に与える影響など） 

 

 

Ⅱ 綾部市都市計画道路網の見直しに関する提言（平成２６年３月２５日・提言内容は別紙のとおり） 

 

今回の見直しは、学識経験者や関係団体の代表など１０人で構成する綾部市都市計画道路網検

討委員会（委員長＝滋野浩毅成美大学准教授）から綾部市都市計画道路網の見直しに関する提言

を受けました。 

検討委員会では、「綾部市都市計画道路網見直し指針」を検討し、事業未着手の都市計画道路
（１０路線）について、幅広い視点から検討、議論を行い、７路線の廃止を提言いただきました。 

 

綾部市都市計画道路網見直し検討委員会  

平成２５年９月３日～平成２６年３月２５日（計４回開催） 

 

 

○ 綾部市都市計画道路網見直し指針（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

見直し検討路線 

見直し検討対象路線 

（事業未着手の都市計画道路） 

【ステップ１】道路の整備状況把握 

【ステップ２】見直し検討路線の抽出 

必要性の評価 

【区域全体に及ぶ機能】 
●市街地形成機能 
・将来都市構造の形成 
●交通機能 
・  
・緊急輸送道路の強化 
・自動車交通混雑の緩和
への寄与 

【局所的な機能】 
●市街地形成機能 
・地区レベルのまちづくり
の誘導 
●交通機能 
・主要駅アクセスの強化 
・
・
●空間機能 
・環境空間の形成 
・防災空間の形成 
・施設収容空間の確保 

 

計画実現上の課題 
・歴史文化資産との重複 
・公共施設との重複 
・河川や鉄道等に与える影響 
・現道により機能を一定満たして
いると考えられる路線 

・路線の廃止によりネットワーク
に影響があると考えられる路線 

必要性が高い、かつ計
画実現上の課題無 

必要性が低い、または
計画実現上の課題有 

存続 

【ステップ３】廃止候補路線の選定 
 

・地域固有の課題による影響等の検証 
・将来事業化の可能性の検討 
・代替案による都市計画変更の可能性の検討 
・交通処理上の問題点 

廃止による影響が大きい 

廃止候補路線 

廃止による影響が小さい
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線
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川
糸
町
南
古
屋
敷

 
本
町
一
丁
目

 

存
続

 
 

中
心
市
街
地
の
外
環
状
道
路
と
し
て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
道
路
。
観
光
資
源
と
連
絡
す
る
た
め

の
重
要
な
道
路
で
あ
る
。
地
区
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
誘
導
機
能
を
持
つ
路
線
で
あ
る
。
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す
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道
路
が
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い
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か
ら
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と
す
る
。
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m
 

中
心
市
街
地
の
環
状
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
東
西
の
交
通
需
要
は
市
道
本
町
線
、
府
道
中
山
綾
部
線
、
市
道
本
町
並
松

線
で
満
た
し
て
い
る
。
歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
環
境
は
既
存
の
道
路
網
に
よ
り
一
定
確
保
で
き
て
い
る
。
交
通
処
理
上
も

問
題
無
い
事
か
ら
廃
止
と
す
る
。
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南
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の
市
街
地
を
連
絡
す
る
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
連
絡
機
能
は
現
道
で
一
定
確
保
で
き
て
い
る
。
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
及
び
歩
行
者
等
の
通
行
環
境
は
現
道
を
拡
幅
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
確
保
で
き
る
。
交
通
処
理
上
も
問
題
無
い
事

か
ら
廃
止
と
す
る
。

 

3
･
5
･
8
 

寺
安
場
線

 

1
0 

寺
町
門
田

 
上
野
町
西
ヶ
窪

 

存
続

 
 

市
街
地
の
外
環
状
道
路
と
し
て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
道
路
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
将
来
交
通
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線
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通
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で
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大
島
町
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存
続

 
 

市
街
地
の
外
環
状
道
路
と
し
て
、
将
来
都
市
構
造
を
形
成
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
道
路
で
あ
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。
路
線
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ス
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行
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車
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行
環
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は
現
道
で
は
十
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を
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す
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、
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道
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も
無
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す
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。
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中
心
市
街
地
の
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
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一
部
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既
に
概
成
整
備
し
て
い
る
。
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線
バ
ス
の
円
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な
運
行
、
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行

者
・
自
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車
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通
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は
現
道
で
一
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保
で
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い
る
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交
通
処
理
上
も
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無
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か
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廃
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と
す
る
。
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中
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市
街
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環
状
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
東
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の
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需
要
は
市
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津
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で
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て
い
る
。
交
通
処
理
上
も
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無
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市
街
地
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環
状
道
路
と
し
て
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し
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が
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東
西
の
交
通
需
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は
市
道
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で
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て
い
る
。
交
通
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理
上
も
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無
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す
る
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市
街
地
南
部
と
中
心
市
街
地
を
連
絡
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
市
街
地
内
の
連
絡
機
能
や
バ
ス
路
線
は
府
道
中

山
綾
部
線
で
機
能
を
確
保
で
き
る
。
計
画
地
に
歴
史
的
な
観
光
資
源
が
あ
る
。
交
通
処
理
上
も
問
題
無
い
事
か
ら
廃
止
と
す

る
。
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市
街
地
西
部
の
南
北
間
を
連
絡
す
る
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
南
北
の
交
通
需
要
は
府
道
三
俣
綾
部
線
、
市
道
上
延
井
倉

線
で
満
た
し
て
い
る
。
交
通
処
理
上
も
問
題
無
い
事
か
ら
廃
止
と
す
る
。
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市
街
地
の
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
し
た
が
、
市
街
地
内
の
連
絡
機
能
は
既
存
の
道
路
網
で
一
定
確
保
で
き
て
い
る
。
計
画
地

に
一
定
整
備
さ
れ
た
街
区
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
街
並
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
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交

通
処
理
上
も
問
題
無
い
事
か
ら
廃
止
と
す
る
。

 

2
9 

岡
町
中
沢

 
上
延
町
八
反

 

ｎ
 

綾
部
市
都
市
計
画
道
路
網
見
直
し
に
関
す
る
提
言
（要
旨
）
 


